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本論文は，骨材およびコンクリートのアルカリシリカ反応性評価方法に関する研究，アルカリシ
リカ反応による膨張が鉄筋コンクリート構造物に及ぼす影響に関する研究，および鉄筋コンクリー
ト構造物の長期耐久性状に関する研究から，アルカリシリカ反応による劣化の防止と，アルカリシ
リカ反応により劣化したコンクリート構造物の維持管理に関する知見を得ることを目的として実施
したものである．

6種類の粗骨材を用いて,JIS A 1145，JIS A 1146およびASTM C 1260に規定されるアルカリシリカ
反応性試験を実施し,それらの相関性の検討を行った。その結果、各々の試験の判定結果は必ずし
も一致しない．また，モルタルおよびコンクリートの膨張は，配合，骨材の岩種，供試体寸法、添
加アルカリ，外部から供試体に浸入するアルカリに影響されることを明らかにした。特に外部から
アルカリが浸入する環境下では大きな膨張を示すことが明らかになった．さらに，ASRによるコン
クリートの膨張量と静弾性係数の低下とは相関関係があり，この関係を用いてASRによる膨張量の
推定を行う方法を提案した．

アルカリシリカ反応による膨張が鉄筋コンクリート構造物に及ぼす影響について，暴露実験，載
荷試験，FEM解析により検討した．鉄筋の曲げ加工部内側にASR膨張により大きな膨張ひずみが生
じ，鉄筋破断の原因となることが分かった．また，ASRによる膨張により導入されるケミカルプレ
ストレスにより鉄筋コンクリート部材の剛性が大きくなること，鉄筋が降伏しない程度の損傷を受
けた鉄筋コンクリート部材では，部材の曲げ耐力低下はなく，健全な部材同様の曲げ破壊すること
を明らかにした．

鉄筋コンクリートが長期間，海洋環境下に暴露された場合の耐久性状について，14年間にわたる
海洋暴露試験および腐食促進試験により検討した．W/C＝45％以下であれば，セメントの種類にか
かわらず，鉄筋腐食は軽微な状態であり，ASRを助長するアルカリの浸透も3kg/m3以下に抑えるこ
とができる．また，幅0.2mm程度のひび割れであれば，塩化物および中性化による腐食の進行は遅
いことを明らかにした．

これらの研究結果を踏まえてコンクリート構造物の維持管理手法の提案を行った．


